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◆ プレコンセプションケアについては、
・ 2006年に、⽶国疾病管理予防センター（CDC）が、「⼥性の健康に対する⼀連の

介入」として提唱した。

・ 2012年には、世界保健機関（WHO）が、「妊娠前の⼥性とカップルに医学的・⾏
動学的・社会的な保健介入を⾏うこと」と定義。

プレコンセプションケアは
「性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を
含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を⾏う」 概念

【こども家庭庁の考えるプレコンセプションケアとは】

プレコンセプションケアについて

※「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針」（令和 ３年２月９日閣議決定）において、
「リプロダクティブ・ヘルス・ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の視点に基づく、成育医療等の提供が求められている」
とされている。
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30歳代後半までは不妊のリスクが上がらないと思っている大学⽣が66％であり、
⼗分な知識がないまま就職している。

※令和６年12⽉にこども家庭庁が実施した都内大学キャンパス内での調査（大学⽣男⼥50名を対象）

プレコンセプションケアに関する大学⽣の意識調査



Human Reproduction 2002 17（5） 1399-1403 データより作図

【妊娠しやすいタイミング（排卵日２日前）での性交による妊娠成功率】

年齢とともに⼥性の妊娠成功率は低下している。

27〜29歳19〜26歳 30〜34歳 35〜39歳

⼥性の年齢と妊娠成功率

（%）



Reprinted from Fertil Steril., 79 Suppl 3, Hassan MA, Killick SR., Effect of male age on fertility:evidence for the decline in male fertility with increasing age, 1520-1527, Copyright 2003,with permission from 
American Society for Reproductive Medicine.
https://www.sciencedirect.com/journal/fertility-and-sterility

【男性の年齢別累積妊娠率（%）】

年齢とともに男性の累積妊娠率も低下している。

男性の年齢と妊娠率



※令和６年12⽉にこども家庭庁が実施した都内大学キャンパス内での調査（大学⽣男⼥50名を対象）

多くの大学⽣は、もっと性や妊娠に関して学びたいと思っている。

プレコンセプションケアに関する大学⽣の意識調査
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 プレコンセプションケアの推進にあたっては、若い世代の意⾒を聴き、当事者のニーズに沿った取組を実施し施策の効果を定期的に評価。
 国は、国⽴成育医療研究センターと連携し技術的に支援、⾃治体は国の「５か年計画」を参考に「地方版推進計画」を策定する等計画的に推進。

★「性と健康の相談センター」等プレコンセプションケアに関する一般的な相談ができる窓口
の認知を推進。
★身近な地域において医療機関等も含め、専門家による相談支援体制の整備を図る。

★夜間休日対応の実施や、電話・オンライン相談、メールやSNSの活用等、相談者の利
便性に配慮。

相談支援の充実（一般相談）

★基礎疾患を有する⽅等が、医療機関等でプレコンセプションケアに関する相談ができるよ
う、全国に相談窓口を展開するとともに、専⾨外の医師の適切な対応にも資するよう、医
療者⽤相談対応マニュアルを作成し、周知。

相談支援の充実（専門相談）

性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供
★SNS等を活⽤した積極的な情報発信。

★プレコンセプションケアの普及に係る人材（プレコンサポーター）を育成するとともに、
啓発資材の作成等、企業・⾃治体・教育機関等における講演会等の開催支援。

※プレコンサポーターは、「プレコンセプションケアを推進することを目的とし、企業・自治
体・教育機関等において、性別を問わず、性や健康に関する正しい知識の普及を図り、
健康管理を⾏うよう促す人材」である。職種に限定されず、研修を修了すれば、希望する
⽅は、誰でもプレコンサポーターになるものとして想定。

今後５年間の集中的な取組
対象者層

妊娠・出産
を含めた

性や健康に
関する相談
をしたい方

全ての世代
の方々

専門的
な相談

を
したい

方

取組推進にあたって

〈目標〉
認知度
80%

プレコンサポーター
5万人以上

〈目標〉
相談窓口
認知度
100%

〈目標〉
専⾨相談

医療機関数
200以上

プレコンセプションケア推進5か年計画（概要）
〜性と健康に関する正しい知識の普及と相談支援の充実に向けて〜



令和８年３⽉に、文部科学省と連名で事務連絡を発出し、各⾃治体において、教育委員会と⺟⼦保健部局が連携
して、こどもの性と健康に関する普及啓発・相談支援の取組として、
①医師や助産師等の専⾨家の外部講師活用の促進
②教育関係者に対する「プレコンサポーター養成講座」の周知
などを⾏っていただくよう、働きかけたところ。

こどもの性と健康に関する普及啓発等の取組のさらなる充実について
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■ プレコンサポーターとは
「プレコンセプションケアを推進することを目的とし、自治体・企業・教育機関等において、性別を問わず、
性や健康に関する正しい知識の普及を図り、健康管理を⾏うよう促す人材」と定義。
（プレコンセプションケア推進５か年計画に基づき、2030年５⽉までに、５万⼈以上の養成を⽬指している。）

■プレコンサポーター養成講座とは
• eラーニング形式で実施。基礎編（必修講座約2.5時間、任意講座約2.5時間）とアドバンスト編（約２時間）で構成。

（いずれもオンライン受講）
• 講座終了後には修了テストを実施し、合格者に「修了証」を発⾏。

■プレコンサポーターへの支援
プレコンサポーターの活動にあたっては以下の資材活用いただく。
・プレコンセプションケアに関する取組を⾏うに当たって必要となる知識・情報を取りまとめた 「プレコンサポーターTEXTBOOK」
・⾃治体・企業・教育機関でのセミナー、出前講座、研修等で使⽤する資材

• 誰でも受講可能。（企業・⾃治体・教育機関に属する
専⾨職のほか、企業の産業保健スタッフや⼈事労務担
当、⾃治体の関係部局職員等を想定。）

• プレコンの基本的な概念、性や健康に関する基礎的な
知識を理解し、プレコンに関する知識を活かして、⽇々
の業務を進めることができる。

• 基礎編を修了した専門職（※）のみが受講可能。
• 相談対応における注意点、教育機関等での出前講

座における外部講師の⼼得について理解し、個別相談
や出前講師等の活動ができる。

基礎編修了者（プレコンサポーター） アドバンスト編修了者（アドバンストプレコンサポーター）

※ 「専⾨職」とは、医療や保健と関連する公的資格を有する者を想定している。例えば、性と健康の相談セ
ンター事業で活動する医師、保健師、助産師、看護師、管理栄養⼠等や、養護教諭等が考えられる。

プレコンサポーター養成講座 概要



講師
（敬称略）主な内容等コマ名コマ

荒田 尚⼦プレコンセプションケアとは（定義・歴史・世界の動向）、日本の現状とプレコンセプションケアに関連する健
康課題、プレコンセプションケア推進5か年計画の概要

プレコンセプションケアの基本と社会
的背景①

三⼾ 麻⼦プレコンサポーターの定義・役割・取組例、期待、個⼈情報の取り扱い等の留意事項について、不適切な
取扱い、発信上の注意（リスクマネジメントの観点から）プレコンサポーターについて②

荒田 尚⼦からだとこころを整える基本の習慣、知っておきたい健康のリスクからだの健康とこころの健康③

堀江 早喜 やせ・肥満が与える影響について（⽉経、不妊、⾻密度、次世代への影響）、栄養バランスの取れた食
事、不⾜しやすい栄養素、葉酸とは食⽣活と栄養④

柴田 英治 
岡﨑 有香 

ライフステージにおける健康問題、妊孕性について「年齢と妊娠率」、卵⼦と精⼦、⽉経と排卵の仕組み、
⽉経周期に伴う体調の変化、避妊について、かかりつけ医を持とう性と⽣殖の基礎知識⑤

佐藤 雄⼀ 
上田 豊性感染症、受けるべきがん検診、妊娠前に検討するワクチン接種感染症・検診・ワクチン⑥

荒田 尚⼦
白河 桃⼦ライフデザイン支援とは、（参考）データで日本の今を知るライフデザイン支援⑦

野津 有司健康教育の⼀環としての性に関する指導、性に関する指導の全体イメージと配慮事項、体育科・保健体
育科における性に関する内容、保健教育における個別指導、（参考）⽣命（いのち）の安全教育学校における性に関する指導⑧

辻 真弓 
井上 まり⼦

野津 有司
横幕 能⾏

＜⾃治体編＞
⾃治体とプレコンセプションケア、⾃治体の事例紹介（京都府、滋賀県、宮城県仙台市）

＜企業編＞
企業とプレコンセプションケア（健康経営について、妊娠出産とキャリア、企業におけるプレコンサポーターの
取組）、企業の事例紹介（株式会社武蔵野銀⾏、株式会社浅野製版所、伊藤忠商事株式会社）

＜教育機関編＞
教育現場とプレコンセプションケア、教師と医療者の協働を⽬指して

所属別任意受講
（⾃治体／企業／
教育機関）

➈

プレコンサポーター養成講座 基礎編



講師
（敬称略）主な内容等コマ名コマ

柴田 英治 
岡﨑 有香 

⽉経と排卵（⽉経周期の基礎、⽉経周期異常について、無⽉経について）、造精
機能と射精（造精について、射精について、造精機能障害と精⼦所⾒について）性と⽣殖について①

大須賀 穣  不妊とは、  不妊の原因、不妊治療 不妊とその治療について②

荒田 尚⼦
片岡 明美
福田 貴代 

後藤 美賀⼦ 
大石 舞香 

持病と妊娠 、妊娠と薬、インターコンセプションケア様々な背景を有する妊娠のマネジメント③

松岡 典⼦
相川 祐⾥

対面・相談支援の具体的な⽅法・ケーススタディ、SNSを活用した相談対応につい
て相談対応スキル④

野津 有司想定される外部講師の指導の機会、出前講座の流れ、出前講座で指導する際の
ポイント出前講座における外部講師の⼼得➄

荒田 尚⼦
三⼾ 麻⼦ケーススタディ （Case１〜Case５）専⾨職による個別相談⑥

プレコンサポーター養成講座 アドバンスト編







人材の想定具体的な取組の例

（例）
医師、保健師、助産師、看護師、管
理栄養⼠等の専⾨職種や、施策の企
画⽴案に関わる事務職員等

 セミナー、出前講座、研修等の企画及び実施等
 住⺠のニーズに応じたプレコンセプションケアに関するセミナーや個別相談会
 教育機関等への出前講座
 ⾃治体職員向けのプレコンセプションケアに関する研修
 SNS等を活⽤した発信・周知
 自治体の広報誌、公式ウェブサイト、SNS等を活⽤し、プレコンセプションケアに

関する最新情報の発信や住⺠に相談窓口を周知
 性と健康の相談センター等での専門職による個別相談の実施 等

自
治
体

（例）
産業保健スタッフや、プレコンセプション
ケアを踏まえた特別休暇や福利厚⽣
等に関わる⼈事労務担当者等

 社員への情報提供
 職域での健診の場等を活用したプレコンセプションケアの周知広報
 研修等の企画・実施
 講演会、研修（新⼈・管理職向け）
 福利厚⽣等に係る取組の実施
 プレコンセプションケアを踏まえた特別休暇や福利厚⽣等に係る取組の実施
 スポーツ活動における指導者等への啓発
 専門職による個別相談の実施
 産業医等の産業保健スタッフによる社内での個別相談の実施 等

企
業

（例）
学校医、養護教諭、栄養教諭、看護
師、保健師、⼼理⼠、教育機関や教
育委員会の職員等

 出前講座や個別相談の企画・実施等
保護者の理解も得ながら、専⾨職等による出前講座や個別相談の企画や実施
地域の医療機関や⾃治体と連携し、保護者も含めて、プレコンセプションケアに関
する情報提供

 部活動における指導者への啓発
 専門職による個別相談の実施
 養護教諭等による校内での個別相談の実施 等

教
育
機
関

プレコンサポーターの具体的な取組等について
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【実施主体】 都道府県・指定都市・中核市・市町村 ※（７）及び（14）の実施主体は都道府県のみ、市町村は（３）及び（８）のみ実施可能

【補助率】
国１／２、都道府県・指定都市・中核市・市町村１／２

＜地⽅版プレコンセプションケア推進計画を策定し、プレコンサポーターの活用を位置付けている⾃治体であって、かつ、必須事業及び重点事業を全て実施した場合、
必須事業及び重点事業の補助率を嵩上げ ※市町村はいずれかの事業を実施した場合でも補助率を嵩上げ、⼀般事業は嵩上げなし＞
〇必須事業、重点事業︓国２／３、都道府県・指定都市・中核市・市町村１／３
（上記要件に加えて、財政⼒指数１未満の⾃治体を補助率嵩上げの対象とする。）
〇⼀般事業 ︓国１／２、都道府県・指定都市・中核市・市町村１／２

（注）「プレコンセプションケア推進5か年計画」に基づき、本事業の取組を⾏う⾃治体を100％とするため、令和11年度まで補助率の嵩上げを実施する

実施主体等

成育基本⽅針（令和３年２⽉９日閣議決定）を踏まえ、プレコンセプションケアを含め、性別を問わず性や妊娠に関する正しい知識の普及を図り、健康管
理を促す事を⽬的とする。

目 的

内 容

成育局 ⺟⼦保健課性と健康の相談センター事業
令和８年度予算 ６億円（６億円）【令和４年度創設】

【必須事業】
（１）不妊症・不育症や予期せぬ妊娠を含む妊娠・出産、思春期や性の悩み等を有する男⼥への専⾨

的な相談指導（※）
（２）不妊治療と仕事の両⽴に関する相談対応（※）
（３）⽣殖や妊娠・出産に係る正しい知識等に関する講演会・出前講座（教育機関・企業等への講

師
派遣）の開催（※）

（４）相談指導を⾏う相談員の研修養成（企業等向けのプレコンセプションケアに関するものも含む）
（※）

（５）男⼥の性や⽣殖、妊娠・出産、不妊治療等に関する医学的・科学的知⾒の普及啓発（※）

（７）基礎疾患のある妊産婦等への妊娠と薬に関する相談支援（R6〜）
（８）医療機関等に委託するプレコンセプションケアに関する相談支援（R6補正〜）
（９）SNSを活用したオンライン相談対応（夜間対応含む）

◆ 対象者
思春期、妊娠、出産等の各ライフステージに応じた相談を希望する者、企業等の労務担当職員等（避妊や性感染症等の性⾏為に関する相談、予期せぬ妊娠、メンタルヘルスケア、

不妊症相談を含む）
◆ 内 容（都道府県・指定都市・中核市においては、（※）の必須事業は全て実施すること。市町村事業（（３）及び（８））については、それぞれ単独で実施可能。 ）

◆ 実施自治体数 96⾃治体（47都道府県、49市） ※ 令和６年度変更交付決定ベース

拡充

【⼀般事業】
（10）性と健康の相談支援センターや委託先となっている医療機関等のオンライン

相談の初期設備整備（R6補正〜）
（11）特定妊婦等に対する産科受診等支援（性感染症などの疾病等に関する

受診を含む。）
（12）若年妊婦等に対するアウトリーチによる相談支援、緊急⼀時的な居場所の

確保
（13）出⽣前遺伝学的検査（NIPT）に関する専⾨的な相談支援
（14）HTLV-1等⺟⼦感染対策協議会の設置等
（15）不妊症・不育症患者等の支援のためのネットワーク整備

【重点事業】
（６）学校で児童・⽣徒向けに性・⽣殖に関する教育等を実施する医師や助産師等の研修会実施

等
の支援
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1  プレコンセプションケアについて
⇒プレコンセプションケアは「性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、
妊娠・出産を含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を⾏う」 概念

2 教育機関におけるプレコンセプションケアの必要性
⇒都内大学キャンパス内での調査によると、性や妊娠に関して学ぶ機会はあったものの、多くの大学⽣が、
もっと性や妊娠に関して学びたいと思っている。

3 プレコンセプションケア推進５か年計画について
⇒今後5年間の集中的な取組の１つとして、「性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供」を挙げており、
若い世代におけるプレコンの概念の認知度80%、プレコンサポーターの５万⼈以上の養成を⽬標としている。

4 プレコンサポーターについて
⇒プレコンセプションケアを推進することを⽬的とし、⾃治体・企業・教育機関等において、性別を問わず、
性や健康に関する正しい知識の普及を図り、健康管理を⾏うよう促す⼈材であり、出前講座や個別相談
の企画・実施や、専⾨職による個別相談の実施が取組例として挙げられる。

5 具体的な取組プレコンサポーターについて
⇒京都府⽴朱雀⾼等学校の講演会から個別相談につなぐ取組や、静岡県藤枝市の
「⼦どもの命を守るための思春期講座」について紹介した。

６ 国の支援策について
⇒「性と健康の相談センター事業」により、⾃治体における教育機関での出前講座の実施や、相談支援体制
の構築を支援している。

まとめ


